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評
価
員
の
氏
名
の
変
更

変
更
前

清
水

康
成

変
更
後

e

]

変
更
年
月
日

平
成
二
十
六
年
二
月
一
日

平成™�年™月š日 月曜日 第�™™˜号官 報
〇
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
二
十
六
号

住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、

登
録
住
宅
性
能
評
価
機
関
か
ら
評
価
員
の
氏
名
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
示

す
る
。平

成
二
十
六
年
二
月
三
日

関
東
地
方
整
備
局
長

深
澤

淳
志

一

登
録
番
号

関
東
地
方
整
備
局
長

15

二

登
録
住
宅
性
能
評
価
機
関
の
氏
名
又
は
名
称

株
式
会
社
神
奈
川
建
築
確
認
検
査
機
関

〇
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
二
十
七
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
五
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
認
可
を
し

た
の
で
、
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

な
お
、
事
業
地
の
一
部
に
つ
い
て
、
都
市
計
画
法
第
六
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
土
地
収
用
法
第
三
十
一

条
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
認
可
後
の
収
用
の
手
続
が
保
留
さ
れ
る
の
で
、
都
市
計
画
法
第
七
十
二
条
第
三

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
あ
わ
せ
て
告
示
す
る
。

平
成
二
十
六
年
二
月
三
日

関
東
地
方
整
備
局
長

深
澤

淳
志

一

施
行
者
の
名
称

東
京
都

二

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

東
村
山
都
市
計
画
公
園
事
業
第
五
・
五
・
三
号
六
仙
公
園

三

事
業
施
行
期
間

自
平
成
二
十
六
年
二
月
三
日
至
平
成
三
十
五
年
三
月
三
十
一
日

四

事
業
地

収
用
の
部
分

東
京
都
東
久
留
米
市
中
央
町
三
丁
目
地
内

使
用
の
部
分

な
し

五

収
用
の
手
続
が
保
留
さ
れ
る
事
業
地

東
京
都
東
久
留
米
市
中
央
町
三
丁
目
地
内

〇
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
二
十
八
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
六
年
二
月
三
日

関
東
地
方
整
備
局
長

深
澤

淳
志

一

施
行
者
の
名
称

東
京
都

二

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

平
成
十
一
年
建
設
省
告
示
第
千
三
百
八
十
一
号
東
京
都
市
計
画
道
路
事
業
幹

線
街
路
環
状
第
六
号
線

三

事
業
施
行
期
間

自
平
成
十
一
年
六
月
二
十
二
日
至
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日

四

事
業
地

収
用
の
部
分

変
更
な
し

使
用
の
部
分

な
し

〇
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
二
十
九
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
五
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
認
可
を
し

た
の
で
、
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
六
年
二
月
三
日

関
東
地
方
整
備
局
長

深
澤

淳
志

一

施
行
者
の
名
称

東
京
都

二

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

町
田
都
市
計
画
道
路
事
業
三
・
三
・
三
十
六
号
相
原
鶴
間
線

三

事
業
施
行
期
間

自
平
成
二
十
六
年
二
月
三
日
至
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日

四

事
業
地

収
用
の
部
分

東
京
都
町
田
市
鶴
間
地
内

使
用
の
部
分

な
し

〇
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
三
十
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
六
年
二
月
三
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
六
年
二
月
三
日

関
東
地
方
整
備
局
長

深
澤

淳
志

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

図

面

縦

覧

場

所

十

七

号

前
橋
市
上
細
井
町
字
中
島
一
三
五
四
番
地
先
か
ら
同
市
上
細
井
町

字
蝉
山
一
六
五
三
番
一
地
先
ま
で
（
た
だ
し
、
関
係
図
面
に
表
示

す
る
部
分
の
み
。）

関
東
地
方
整
備
局
及
び
同
局
高

崎
河
川
国
道
事
務
所

〃

前
橋
市
日
輪
寺
町
字
京
塚
一
七
九
番
地
先
か
ら
同
市
日
輪
寺
町
字

伊
勢
一
三
六
番
二
ま
で
（
た
だ
し
、
関
係
図
面
に
表
示
す
る
部
分

の
み
。）

〃

供
用
開
始
の
期
日

平
成
二
十
六
年
二
月
三
日

〇
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
三
十
一
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
六
年
二
月
三
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
六
年
二
月
三
日

関
東
地
方
整
備
局
長

深
澤

淳
志

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

図

面

縦

覧

場

所

十

八

号

長
野
市
大
字
北
長
池
字
海
老
池
八
一
〇
番
一
か
ら
同
市
大
字
柳
原

字
居
村
前
一
四
九
〇
番
七
ま
で
（
た
だ
し
、
関
係
図
面
に
表
示
す

る
部
分
の
み
。）

関
東
地
方
整
備
局
及
び
同
局
長

野
国
道
事
務
所

供
用
開
始
の
期
日

平
成
二
十
六
年
二
月
三
日

〇
防
衛
省
告
示
第
十
六
号

日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
第
六
条
に
基
づ
く
施
設
及
び
区
域
並
び
に
日

本
国
に
お
け
る
合
衆
国
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
使
用
を
許
さ
れ
る
施

設
及
び
区
域
に
つ
い
て
、
追
加
提
供
が
平
成
二
十
六
年
一
月
三
十
一
日
次
の
と
お
り
決
定
さ
れ
た
。

平
成
二
十
六
年
二
月
三
日

防
衛
大
臣

小
野
寺
五
典

陸
上
施
設

◎
追
加
提
供

施
設
番
号

施

設

名

所

在

地

名

所
有
関
係

摘

要

四
〇
九
二

岩
国
飛
行
場

岩
国
市

国
有

建
物：

約
六
一
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

工
作
物：

鋪
床
等

格
納
庫
等
と
し
て
追
加
提
供
す
る
。

œ


		2014-02-02T14:40:58+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




